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　小職はかねがね，脊椎関節炎（spondyloarthritis；SpA）の正確な診断は難しいという印象をもってお
りまして，今回は自分の知識を整理したいという思いから本特集号を企画いたしました。キーワード
は「見逃し」と「過剰診断」です。腰痛の診断にあたっては，鑑別診断としてのSpAの存在を常に念頭に
置いておかないと，脊椎関節炎患者の炎症性腰背部痛を非特異的腰痛と診断してしまうおそれがあり
ます。炎症性腰背部痛を有する患者さんは整形外科を初診する機会が圧倒的に多いので，われわれ整
形外科医はSpAの病態について十分に理解し，備えておく必要があります。
　しかし，小職がさらに危惧するのが，通常の腰痛症を炎症性腰背部痛であると「過剰診断」してしま
う可能性です。炎症性腰背部痛はSpAの重要な症候とされていますが，簡単に診断できるのでしょう
か？　成書では炎症性腰背部痛の特徴を，40歳未満で発症，潜行性に発症，運動により改善，安静で
は改善しない，夜間の疼痛としています。ところが，この条件を満たす（SpAでない）腰痛症の患者さ
んが少なくないことは容易に想像できます。すなわち，SpAと「過剰診断」されている腰痛患者がいて
も不思議ではありません。
　TNF阻害薬，IL-6阻害薬の投与で（SpAでない）腰痛が軽快したという報告があります。一般の腰痛
患者がSpAと「過剰診断」され，その患者さんに非ステロイド性抗炎症薬（さらには生物学的製剤まで）
が投与されれば，腰痛は軽快するでしょう。その場合，主治医は自分の診断・治療が適切であったと
確診するに違いなく，同様の「過剰診断」を繰り返すことになると思います。このようなことを防ぐた
めにも，炎症性腰背部痛の診断基準をより精度の高いものにする必要があります。
　さて，今回の特集号には，実際の現場の最前線でSpAの診療に携わっている先生方のご経験を網羅
した12編の論文が掲載されています。ぜひともご熟読いただければと思う次第です。

（山崎正志）
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